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評議員メッセージ

日頃より当基金を支えていただいている皆さまへ、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
おかげさまで当基金は今年度で23年目を迎えました。今年度は、再生可能エネルギーの地産
地消と生態系保全をテーマとする２つのプロジェクトが加わり、環境教育など次世代の育成に
向けたプログラムがより充実してきております。
昨年開催された第28回国連気候変動枠組条約締約国会議（COP28）では、世界の気温上昇を
1.5度に抑えるというパリ協定の目標までは隔たりがあり、それに向けた行動と支援が必要であ
ることが強調されました。当基金の活動におきましては、気候変動と生態系の回復・保全（生物
多様性）の両面を活動テーマに掲げております。また、私どもコスモエネルギーグループでは、来る
べき脱炭素社会を見据えつつ急速なエネルギー転換による影響も考慮しながら、いつの時代も
社会の原動力となるエネルギーの安定供給と、関連するサービスの提供を通して、持続的発展
（サステナビリティ）の実現をめざしています。
大きな社会課題を考える時でも、自分たちに何ができるかを考え行動する第一歩が重要と考えて
います。皆さまの貴重な想いを、当基金がしっかりと受け止め、ずっと地球で暮らすために、引き
続き活動を推進してまいります。
今後も、皆さまとともに歩んでまいりたいと考えておりますので、ご理解、ご支援をどうぞよろしく
お願いいたします。

プラネタリー・バウンダリーという言葉をご存知でしょうか。
これは2009年にスウェーデンのヨハン・ロックストローム博士らが提唱した概念で、一言で言う
ならば、地球の健康診断表です。気候変動を筆頭に、９つの指標から構成されているのですが、
最近の調査で、残念なことに9項目中6項目が劣化していることが判明しました。また、あのSDGs
の17項目の中でも、Planetを表す3項目の進捗が全世界的に思わしくないことが、報告されてい
ます。地球は今、待ったなしの危機にあるのです。
こうした中、私たちは国や行政、企業にその解決を求めがちですが、そうした「他人事」の姿勢で
は、危機は決して回避されることはないでしょう。我々一人ひとりがしっかりと危機感を共有し、
日々、「自分事」として行動してこそ、小さな灯が見えてくるかもしれません。
COSMOエコ基金がそのためのきっかけ、一助となることを願ってやみません。

ご支援いただいている皆さまへ

COSMOエコ基金の想いCOSMOエコ基金の想い

私たちコスモエネルギーグループが取り扱う石油は、

豊かな暮らしを支えてきた一方で、地球環境に負荷を与えてしまうことも事実です。

そこで私たちは、1990年代からいち早く環境問題に取り組んできました。

そのひとつが、「ずっと地球で暮らそう」プロジェクトとして活動を続けている「COSMOエコ基金」です。

気候変動対応や生態系を守る活動をサポートすることで、貧困など根本的な問題の解決にも貢献してきました。

COSMOエコ基金は、今年度で23年目を迎えました。

会員の皆さまに支えられ、取り組んできたこれまでの活動が、国内外で成果を上げています。

これまでの活動を大切にしながら、その上で、低炭素・資源循環型社会の実現に向け、

再生可能エネルギーに向きあい、同時に、次世代を育てるプロジェクトにも積極的に取り組んでいます。

私たちのひたむきな想いと取り組みを、社会のために。そして未来のために。

COSMOエコ基金は皆さまとともに歩んでまいります。
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COSMOエコ基金の想い。その実現をめざして

中長期ビジョン
COSMOエコ基金は、多様なパートナーシップにより、

気候変動問題に向きあい
「地球と人に配慮した脱炭素志向の

開かれた地域循環社会」づくりに貢献しています。

3つの戦略
社会課題解決への新しい取り組み
コミュニケーションの強化

多様なパートナーシップの構築

5つの個別戦略

コスモエネルギー
グループ内連携
コスモエネルギー
グループ内連携

プログラムプログラム

コミュニケーションコミュニケーション

会 員会 員

パートナーパートナー
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公益財団法人 オイスカ

※記載している内容は活動の一部です。皆さまよりご寄付いただいた支援金は、上記以外のさまざまな活動にも利用しております。　※参加型プログラムに関しては、適切な感染対策を講じた上で実施しております。

熱帯雨林保全熱帯雨林保全
継続した活動が州政府にも認められ、
協働で地域を支える人を育てています。

地域のパトロールなど防災・森林管理を
住民たちが率先して行っています。

豊かな熱帯雨林に覆われるソロモン諸島ですが、都市部と比べて貧しい農
村地域ではコストのかからない焼畑農業が広がりやすく環境破壊につなが
る要因となっています。
環境保全と経済的自立を実現するために、地元資源のカカオ豆に注目し、生産から加工・販売
まで学べる研修体制を職業訓練校で整えた結果、今年も100名の若者が世に送り出されています。
また、沖縄では、ソロモン産カカオ豆の加工品を扱う沖縄のアンテナショップの運営とワーク
ショップの開催でカカオを通じた国際交流を進めています。

ソロモン諸島

異常気象に負けない森づくり異常気象に負けない森づくり

火災に強い樹木の植林によって防火帯を整備する活動と住民の力で森林再生をめざすための環
境教育を進めています。今年度は目標を上回る2,570本の苗を植え、度重なる台風にも大きな
被害を受けることなく順調に成長しています。
また、地元小学校が体験学習に植樹を取り入れるほか、地元高校生の防災セミナーへの参加、
小中学生の受賞作品を挿絵にした環境学習カレンダーの制作など、若い世代の参加が進んでい
ます。森林火災や台風などによる自然災害が世界的な脅威となっているなか、注目に値する取り
組みとなっています。

フィリピン

2023年度
プロジェクト
レポート

プロジェクト
環境保全を地域の力で。
そのための経済的な自立も視野に入れた
住民参加型の活動支援に力を入れています。
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公益財団法人 オイスカ

南太平洋諸国支援南太平洋諸国支援
マングローブの植林に力を入れて、
計画の２倍の植林を達成しました。

干ばつにも異常気象にも負けない
有機農法の実践を進めることができました。

特定非営利活動法人 国際マングローブ生態系協会（ISME）

海岸侵食が深刻化するキリバスで、将来的に地域の人々が自らの手でマングローブ植林が行える
よう、現地への技術提供や植林活動を通じた環境教育の普及をめざしています。
首都タラワの国際空港と市街地を結ぶアナナウコーズウェイの侵食を防ぐために、毎年2回、
計6,000本の計画で植林を行ってきています。今年度は日本からの指導者の渡航が諸事情によ
りかないませんでしたが、現地の若者たちを中心に植林活動の回数を増やし、計画を上回る５回
の活動で12,590本の植林を達成しました。

キリバス

熱帯雨林保全熱帯雨林保全

熱帯雨林減少の背景には地元住民が生活の苦しさから森林を伐採業者に売却してしまうという問題
があります。このプロジェクトでは定置型有機農業の技術指導と、農産物などを使用した地場産業
の育成で環境保全と経済的自立の両立をめざしています。
今年度は、タロイモとタバコの共生栽培、竹や木の腐葉土に繁殖した菌の利用など、地元にある資材
を活用した肥料づくりや虫除け剤などの開発が進み、干ばつに強い有機農法を学ぶよい機会が得られ
ました。また、伐採企業から地域を守るために行っている土地登記への理解も進んでいます。住民間の
地道な話し合いと啓発を続けてきた結果、州政府の継続したサポートも得られるようになり、大規模
伐採の反対交渉にも賛同が集まるようになってきました。

パプアニューギニア

認定特定非営利活動法人 ピーク・エイド

住民たちの手による苗木の育成と管理、
植林のノウハウが定着しつつあります。

野口健  ヒマラヤに森をつくろう野口健  ヒマラヤに森をつくろう

ヒマラヤ山脈の麓で過度な森林伐採によって荒廃した土地に緑を取り戻す活動をサマ村とエベ
レスト街道の２つのエリアで行っています。
サマ村では、これまでに植林した50,000本の木の管理と苗センターでの新たな育苗10,000本
に取り組みつつ、村人約140名とカラマツの苗5,000本を植えました。調査によると植林した苗
の85%が現地の気候風土に適応して元気に育っています。エベレスト街道では、標高3,750mの
気候に強い種子の苗を育てる新しい苗センターが完成したり、環境教育用ハンドブックを作成し
地元小学校に配布したりといった新たな展開がありました。

ネパール

マングローブの
植林（通期）

12,590本

稲作栽培指導参加者

43農家
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左より、ツァオン・ギャルミさん、テンジン・ノルブ・ラマさん

左より、荏原 美知勝さん、デリック・ガレさん

サマ村での植林活動は9年目。
皆さまのおかげで、植林した
木々は順調に育っています。

ISME職員

温暖化で沈む国キリバスの海岸侵食軽減に
向けマングローブ植栽に励んでおります。
継続必須なためご支援に感謝いたします。

左より、宮城 エリカさん、伊藤 健治さん

長い間のご支援どうもあり
がとうございます! 自然環境
を守り、村の生活向上に尽
くす人材が育っています!

植林プロジェクトに参加している村人達

2023年度は地元住民やボランティア計78名が参加し
2,570本の植林（生存率95％）と600haの森を火災被害
からまもる活動を行うことができました。

プロジェクト地であるソロモン諸島の首都ガダル
カナルは沖縄と同じ第二次大戦の戦地でした。
来年は終戦80周年の節目にあたります。
皆さまのご厚志に支えられて、日本からできる
ソロモンへの支援として運営するフェアトレード
パーラーは、沖縄の皆さまとソロモンを結ぶ、
地域に根差した国際協力の場として多くの皆
さんとの交流拠点になっています。

特定非営利活動法人 パシフィックガーデン

植林した木の管理

50,000本
苗センターで
育てている苗

10,000本

職業訓練校の卒業生

100名

災害リスクのある
エリアへの植林

2,570本
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